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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年10月30日(2013.10.30)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　本発明の実施形態は、オンデマンドのルートを確立するための方法を提供するものであ
り、この方法は、
　安定したルートが確立される必要があると判断するステップと、
　安定したルートを確立して安定したルートに対応するルートエントリをルートテーブル
内に記録するステップと、
　他の通常のルートの有効時間よりも長い、安定したルートの有効時間を判断するステッ
プと、
　安定したルートの有効時間に従ってルートエントリにエージング操作を行うステップと
　を含む。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　本発明の実施形態は、ネットワークノート装置を提供するものであり、ネットワークノ
ード装置は、
　安定したルートが確立される必要があると判断するように構成されたルート判断部と、
　ルート判断部が、安定したルートが確立される必要があると判断した後に、安定したル
ートを確立するように構成されたルート確立部と、
　安定したルートに対応するルートエントリをルートテーブル内に記録するように構成さ
れた記録部と、
　他の通常のルートの有効時間よりも長い、安定したルートの有効時間を判断するように
構成された有効時間判断部と、
　安定したルートの有効時間に従ってルートエントリにエージング操作を行うように構成
されたルート維持部と
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　を含む。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　本発明の実施形態は、オンデマンドのルートを確立するシステムを提供するものであり
、
　システムは、ソースノードと、中間ノードと、宛先ノードとを含み、
　ソースノードは、中間ノードにルート要求コマンドを送るように構成され、
　ルート要求コマンドは、安定したルートエントリが確立される必要があることを示す指
示情報を担持し、
　中間ノードは、ルート要求コマンドを受信して、指示情報に従って宛先ノードまでの安
定したルートを確立して、安定したルートに対応するルートエントリをルートテーブル内
に記録するように構成され、
　ソースノードは、中間ノードにより返されたルート応答コマンドに従って安定したルー
トに対応するルートエントリをルートテーブル内に記録するように更に構成され、
　ソースノードおよび中間ノードは、安定したルートの有効時間を判断して、安定したル
ートの有効時間に従ってルートエントリにエージング操作を行うように更に構成され、こ
の安定したルートの有効時間は、他の通常のルートの有効時間より長い。
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　本発明の実施形態による、オンデマンドのルートを確立する方法、装置およびシステム
を介して、安定したルートが確立される必要があると判断された場合、安定したルートが
確立されて、安定したルートに対応するルートエントリが、ルートテーブル内に記録され
、安定したルートの有効時間が判断され、この安定したルートの有効時間は、他の通常の
ルートの有効時間よりも長く、安定したルートの有効時間に従ってルートエントリにエー
ジング操作が行われる。したがって、他の通常のルートエントリに行われるエージング操
作よりも遅いエージング操作を安定したルートエントリに行ってよい。この場合、遅延に
関する異なるアプリケーションの要求事項を満たすことができるだけでなく、安定したル
ートのためにルート発見を頻繁に行う必要がないことからネットワーク帯域幅の消費量を
実際上低減することができる。
　より明瞭に本発の明実施形態によるか、または従来技術における技術的解決策を示すた
めに、実施形態または従来技術を説明する添付図面を以下において簡潔に導入する。明ら
かに、以下の説明における添付図面は、本発明の一部の実施形態のみであり、当業者は、
独創的な尽力なしに他の図面を添付図面から導出することができる。
 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
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　本発明の実施形態による、オンデマンドのルートを確立するための方法、装置およびシ
ステムにおいては、各ネットワークノードの異なる移動性および異なる通信環境に向けて
、要求時にルートを確立する際に、異なるアプリケーションに従って安定したルートが確
立される必要があると判断され、安定したルート発見が行われ、この安定したルートが確
立されると、安定したルートに対応するルートエントリが、ルートテーブル内に記録され
、安定したルートの有効時間が判断され、この安定したルートの有効時間は、他の通常の
ルートの有効時間よりも長く、安定したルートの有効時間に従ってルートエントリにエー
ジング操作が行われる。明らかに、安定したルートが確立される必要がない場合、ルート
発見を従来技術に従って行ってもよい。
 
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　他の通常のルートと区別する便宜上、確立された安定したルートに対応するルートテー
ブルエントリは、前方ルートおよび後方ルートを記録するとき、ルートテーブルにおいて
は安定したルートエントリとラベル付けしてもよい。
 
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　ステップ１０３：他の通常のルートの有効時間よりも長い、安定したルートの有効時間
を判断する。
 
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　本発明の実施形態においては、安定したルートエントリの有効時間は、他の通常のルー
トエントリの有効時間と異なるものであり、また、他の通常のルートの有効時間よりも長
い所定の値であってよく、ノードは、安定したルートエントリにより、より遅いエージン
グ操作を行うことができるようになっている。ノードは、ネットワークに加わったときに
は有効時間が通知され、すなわち、ソースノードおよび中間ノードは、構成情報に従って
安定したルートの有効時間を判断することができる。
 
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　本発明の実施形態による、オンデマンドのルートを確立するための方法においては、安
定したルートを確立し、安定したルートに対応するルートエントリをルートテーブルに記
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録し、他の通常のルートの有効時間より長い、安定したルートの有効時間を判断し、安定
したルートの有効時間に従ってルートエントリにエージング操作を行うことが理解されう
る。したがって、他の通常のルートエントリに行われるエージング操作より遅いエージン
グ操作を行ってもよい。この場合、遅延に関する異なるアプリケーションの要求事項を満
たすことができるだけでなく、安定したルートのためにルート発見を頻繁に行う必要がな
いことからネットワーク帯域幅の消費量を実際上低減することができる。
 
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　有効時間判断部３０４は、他の通常のルートの有効時間よりも長い、安定したルートの
有効時間を判断するように構成されている。
 
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　本発明の実施形態によるネットワークノード装置を、ルートソースノードまたはルート
宛先ノードとしてもよく、また、ネットワークノード装置は、他の通常のルートエントリ
に行われたエージング操作よりも遅いエージング操作を、安定したルートエントリに対し
て行う。この場合、遅延に関する異なるアプリケーションの要求事項を満たすことができ
るだけでなく、安定したルートのためにルート発見を頻繁に行う必要がないことからネッ
トワーク帯域幅の消費量を実際上低減することができる。
 
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　有効時間判断部４０４は、他の通常のルートの有効時間より長いも安定したルートの有
効時間を判断するように構成されている。
 
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　本発明の実施形態によるネットワークノード装置は、ソースノードとして扱われる場合
があり、アプリケーション層の要件に従って安定したルートを確立し、他の通常のルート
エントリに行われたエージング操作より遅いエージング操作を、安定したルートエントリ
に対して行う。この場合、遅延に関する異なるアプリケーションの要求事項を満たすこと
ができるだけでなく、安定したルートのためにルート発見を頻繁に行う必要がないことか
らネットワーク帯域幅の消費量を実際上低減することができる。
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【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　有効時間判断部５０４は、他の通常のルートの有効時間よりも長い、安定したルートの
有効時間を判断するように構成されている。
 
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
　本発明の実施形態によるネットワークノード装置は、中間ノードとして扱われてもよく
、受信されたルート要求コマンドに従って安定したルートを確立し、他の通常のルートエ
ントリに行われたエージング操作よりも遅いエージング操作を、安定したルートエントリ
に対して行う。この場合、遅延に関する異なるアプリケーションの要件を満たすことがで
きるだけでなく、安定したルートのためにルート発見を頻繁に行う必要がないことからネ
ットワーク帯域幅の消費量を実際上低減することができる。
 
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８５】
　本発明の実施形態によるネットワークノード装置は、宛先ノードとして扱われてもよく
、受信されたルート要求コマンド内に担持された累積コストパラメータに従ってルート有
効時間を判断し、中間ノードおよびソースノードがルート有効時間に対応するルートエン
トリにエージング操作を行うことができるように応答コマンド内のルート有効時間を担持
する。これによって、他の通常のルートエントリに行われたエージング操作よりも遅いエ
ージング操作を、安定したルートエントリに対して行う。この場合、遅延に関する異なる
アプリケーションの要求事項を満たすことができるだけでなく、安定したルートのために
ルート発見を頻繁に行う必要がないことからネットワーク帯域幅の消費量を実際上低減す
ることができる。
 
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９１】
　ソースノード７０１および中間ノード７０２は、安定したルートの有効時間を判断して
、安定したルートの有効時間に従ってルートエントリにエージング操作を行うように更に
構成され、この安定したルートの有効時間は、他の通常のルートの有効時間よりも長い。
 
【誤訳訂正１８】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９５】
　本発明の実施形態によるオンデマンドのルートを確立するシステムは、安定したルート
を確立し、安定したルートに対応するルートエントリをルートテーブル内に記録し、他の
通常のルートエントリに行われたエージング操作よりも遅いエージング操作を安定したル
ートエントリに行う。この場合、遅延に関する異なるアプリケーションの要求事項を満た
すことができるだけでなく、安定したルートのためにルート発見を頻繁に行う必要がない
ことからネットワーク帯域幅の消費量を実際上低減することができる。
 
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図１】
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